
出展料を無料に！

造作費等を一部助成！

札幌圏企業としてPR

スタンダードブース（基礎小間設備付）１小間分の
出展料187,000円を当実行委員会が全額負担

オプションで造作・電気工事を希望される場合、
80,000円を上限として当実行委員会が費用を一部負担

当実行委員会から出展する企業が、まとまって出展し
札幌圏のものづくり企業として、より効果的なＰＲに

SAPPORO
コーナー
共同出展企業
募集のご案内

ものづくりマッチングinSAPPORO実行委員会
での共同出展なら・・



開催概要

名称 テクニカルショウヨコハマ2024（第45回工業技術見本市）

テーマ 技術がつなぐ新たな時代

会期
2024年2月7日（水）～2月9日（金）10：00～17：00
※出展者PRページ掲載期間：2024年1月15日（月）～2月16日（金）

会場 パシフィコ横浜 展示ホールA・B・C（13,300㎡）

開催規模 600社・団体 550小間（予定）

主催 (公財)神奈川産業振興センター、(一社)横浜市工業会連合会、神奈川県、横浜市

展示会URL https://www.tech-yokohama.jp/

SAPPOROコーナー
共同出展者募集の詳細

「ものづくりマッチングin SAPPORO実行委員会」（札幌市・北洋銀行で
構成。以下「当実行委員会」）では、「テクニカルショウヨコハマ2024」へ
の出展支援を行い、札幌圏ものづくり企業の販路拡大をサポートいたします。

「テクニカルショウヨコハマ」は、首都圏最大級の工業技術・製品の総合
見本市として、過去44回開催の歴史を持ちます。
会期中には、約600社・団体の出展と15,000人を超える来場が見込まれます。

申込み
9/22〆切

共同出展費用について

「ものづくりマッチング in SAPPORO実行委員会」で共同出展いただける
場合、当実行委員会で以下の費用を負担いたします。

①出展料 187,000円
※スタンダードブース（基礎小間設備付ブース）1小間分の全額。出展料は、当実行委
員会が主催者へ直接支払い。

②造作費・電気工事費・電気料の合計 上限80,000円
※造作費等は、出展企業自身が主催者へ支払っていただいたのち、合計で80,000円
を上限に当実行委員会より助成します。

その他、出展する製品等の搬入搬出費・運搬費、参加人員の出張費・滞在費等は出展企
業自身でのご負担となります。
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出展形態

ブース規模 １小間（間口3ｍ×奥行3ｍ×高さ2.7ｍ） ※次ページ参照

出展形態
「ものづくりマッチングin SAPPORO実行委員会」がブースを確保し、
出展企業が共同出展者として１小間ずつ出展。

出展ゾーン
「加工技術」または「機器・装置・製品・ロボット」

（いずれでの一括申込みを予定。小間割りは主催者に一任されます）

PRページ 各出展企業のPRページが用意されます。 ※次ページ参照

［問い合わせ・申込先］
ものづくりマッチングin SAPPORO実行委員会（札幌市・北洋銀行）

〒060-8611 札幌市中央区北1条西2丁目
札幌市経済観光局 産業振興課 担当：高田・須藤・名取
TEL：011-211-2392
E-mail:monodukuri@city.sapporo.jp

SAPPOROコーナー 出展募集要項

募集対象
さっぽろ連携中枢都市圏(※)に本社(登記上の本店所在地)のある、ものづくり企業

※札幌市、小樽市、岩見沢市、江別市、千歳市、恵庭市、北広島市、石狩市、当別町、

新篠津村、南幌町、長沼町の12市町村内

対象分野

ものづくり企業（食品製造業を除く）
例）金属機械加工、板金加工、金属造形、表面処理・塗装、樹脂・ゴム成形加工、

ガラス・セラミック・新素材加工、金型・治工具、工作機械装置、ネジ・軸、
産業用ロボット、生活支援ロボット など

募集企業数 10社 ※応募多数の場合、当実行委員会にて抽選

申込方法

「出展申込書」に記入のうえ、当実行委員会（下記メールアドレス）あ
てデータ送付いただきます。
なお、「出展申込書」は札幌市公式ＨＰからも入手できます。
https://www.city.sapporo.jp/keizai/seizo/shien/monomachi2022.html

申込締切 2023年9月22日（金）

キャンセル料
出展申込後のキャンセルは、原則お受けいたしかねます。
やむを得ない事情等により、2023年11月1日（水）以降にキャンセルされる場
合は、出展料金の100%をキャンセル料としてお支払いいただきます。

その他
出展期間中ならびに出展期間前後の自社ブースの保持管理、製品・技術
PR、原状復帰等は出展企業自身で行っていただきます。
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参考資料
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